
日本土壌肥料学会2016年度佐賀大会「高校生ポスター発表会」実施要項
（一社）日本土壌肥料学会　土壌教育委員会

　平成28年9月20日〜22日に開催の日本土壌肥料学会佐賀大会におきまして、9月22日（木・祝）に高校生ポスター発表会を下記要領で開催いたします。ふるってご参加ください。
記
■実施目的　　高校生がクラブ活動や課外活動などで行ってきた研究の成果を発表し、専門研究者や大学院学生と議論したり、アドバイスを受けたりすることを通じて、更なる研究の発展を考える機会を提供することを目的とします。さらに、この発表、議論などを通じて、高校生が土壌や植物生育、環境問題、食料生産に対して理解と関心を高めるとともに、自然科学研究に対する興味を深め、今後の成長に資することを目的とします。
■主　　催　　一般社団法人　日本土壌肥料学会
■日　　時    平成28年9月22日（木・祝）（大会3日目）11時30分〜13時00分
■会　　場    佐賀大学本庄キャンパス　（佐賀県佐賀市本庄町1番地）
■発表形式    参加生徒は展示ポスター前で発表、説明してください。
  　　　　　　（遠方等事情により会場まで来られない場合は、掲示のみの発表でも結構です。質問事項・助言等は後日事務局からお伝えいたします。）
・対　  象　  全国の高等学校

・応募資格    高等学校の生徒（指導教員も参加可）
・分　　野    化学、生物、地学、環境およびそれに関連した科学研究一般の中で、以下のキーワードと関連する分野
・キーワード　 土壌、肥料、植物栄養、環境、食料生産、その他
・ポスター    ポスターは縦120 cm、横90 cm以内で作成して下さい。ポスターには発表テーマ、学校名、発表者名を明記して下さい。
■ポスターの掲示及び撤去　事前送付または大会会場にご持参ください。事前送付の場合、大会期間中ポスター会場に掲示いたします。詳細は後日連絡いたします。
■参 加 者　　生徒、教員等（遠方等事情により会場まで来られない場合は、この限りではありません。また，発表者は学会に加入する必要はございません）
■申込方法　　別紙の申込用紙に記入し、平成28年6月20日（月）（必着）までに下記宛先まで郵送あるいはＥ−メールにて送付して下さい。発表料は不要です。
なお、発表件数が多い場合には抽選となることがあります。その際には後日連絡します。
【申込み先】  〒812-8581　福岡県福岡市東区箱崎6-10-1　　　

　　　　　　 九州大学大学院農学研究院　森　裕樹（土壌教育委員会九州支部委員）
 Tel＆Fax: 092-642-2845　E-mail: y-mori@agr.kyushu-u.ac.jp
■問合せ先    申込み先に同じ。
■そ の 他　　
・講演要旨　　申込用紙に200字程度で記入していただいた発表要旨は大会の講演要旨集
（会場にて4000円で販売されます）に掲載いたします。なお，発表者に講演要旨集を謹呈いたします（課題あたり一冊）。
・表　彰　　　優秀な研究発表にはポスター賞を授与します。表彰式は9月22日（木・祝）（12時40分〜13時00分）に行ないます。会場等、詳細は後日連絡します。
・参加費　　　参加生徒並びに引率教員は参加費を無料とし、一般講演、一般ポスター発表、シンポジウム等の聴講も可とします。
・宿泊費補助　発表に際して宿泊費の補助が可能です。補助を希望する場合は申込書に記入して下さい（補助額は1校あたり2万円を予定しておりますが，希望校が多い場合には補助額が少なくなる可能性があります）。
※（一社）日本土壌肥料学会について

　本学会は、食糧の生産に深く関係している土壌学、肥料学、植物栄養学の近代的な理論と技術体系を構築することを目的として、1927年に設立された学術団体で、現在約2,400名の会員を擁しています。佐賀大会には1000名前後の参加と500題以上の研究発表が予想されます。本学会の詳細はホームページ（http://jssspn.jp）をご覧ください。また、2016年度佐賀大会の詳細は大会ホームページ（http://www.knt.co.jp/ec/2016/jssspn/）をご覧ください。
（別紙）

高校生ポスター発表会申込用紙

	学　校　名

	

	学校所在地

	

	TEL
	

	FAX
	

	担当者E-mail

（担当者名）
	

	引率教員名　　　（担当教科）
	　　　（　　　　　　　　　）

	参加生徒
氏名・学年

	

	クラブ等の名称
	

	発表題目

	

	キーワード
	　土壌 ・ 肥料 ・ 植物栄養 ・ 環境科学 ・ 食料生産 ・
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（丸で囲む、複数可。その他は具体的に記入して下さい。）

	発表要旨
（200字程度）


	

	宿泊費補助
	　希望する　・　希望しない　（丸で囲む）

	備　　　考

	


（参考）

平成27年度京都大会での発表課題
	
	発表題目
	団体名
	学校名

	1
	ハッチョウトンボの移動に関する研究～湿地に生きるトンボの分散行動～
	自然科学部
	島根県立浜田高等学校

	2
	嵯峨野高校校有林の有する多面的機能～土壌を中心として～
	校有林調査ラボ・水質調査ラボ
	京都府立嵯峨野高等学校

	3
	キノコはどんな環境を好んで生えるのか？～六甲山再度公園のキノコの多様性を選好度指数から探る～
	環境科学部生物班
	兵庫県立御影高等学校

	4
	天然精油の皮膚細菌叢におよぼす抗菌効果
	生物部
	山村学園山村国際高等学校

	5
	天然食品のマウス腸内フローラにおよぼす影響
	生物部
	山村学園山村国際高等学校

	6
	除菌スプレーと合成洗剤による除菌効果
	生物部
	山村学園山村国際高等学校

	7
	天然防腐剤の食中毒菌におよぼす抗菌効果
	生物部
	山村学園山村国際高等学校

	8
	ミントタブレットの抗菌効果
	生物部
	山村学園山村国際高等学校

	9
	誰でも簡単！米ぬかを使った雑草抑制剤の開発を目指して～アレロパシーの研究～
	環境プロジェクト班
	福岡県立八女農業高等学校

	10
	放射性物質から農作物を救いたい
	生物部
	福島県立磐城高等学校

	11
	北海道岩見沢農業高等学校でのタマネギ栽培におけるリン酸とカルシウムの施肥が収量に及ぼす影響に関する研究
	農業科学科SSH
	北海道岩見沢農業高等学校

	12
	北海道岩見沢市のタマネギ栽培圃場におけるリン酸に関する研究－地域タマネギ農家におけるリン酸施肥と有効態リン酸の実態調査－
	農業科学科SSH
	北海道岩見沢農業高等学校

	13
	地球を守る「第３のエコ資材」～新技術による被災地の法面緑化～
	農業クラブ
	静岡県立富岳館高等学校


発表と表彰式の様子
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※（一社）日本土壌肥料学会土壌教育委員会は、初等中等教育現場における土壌の理解と知恵を育てる教育のあり方について検討しており、高校生のポスター発表会のほか、土壌の観察会の開催、テキスト等の出版、出前授業の実施などの活動を行っています。これらの活動はHPで紹介しています。（平成26年度以前のポスター発表の課題も掲載しています）

URL：http://jssspn.jp/edu/

